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FEATURE SDGsとの向き合い方。

目
標
・
数
値
目
標
に
落
と
し
込
む
。
な
お
、
異
な

る
部
署
の
若
手
同
士
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
、リ
ー

ダ
ー
育
成
の
狙
い
も
あ
る
。

　
す
べ
て
の
活
動
を
貫
く
目
標
で
あ
る
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、「
全
社
員
がSDGs

の
目

標
に
向
か
っ
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
で
世
界
で

活
躍
で
き
る
人
材
・
企
業
に
成
長
す
る
」
と
し
た
。

手
島
代
表
の
考
え
に
も
通
じ
る
、
現
場
主
義
、
全

員
参
加
の
意
志
が
伺
え
る
。

　

ま
ず
必
須
と
な
る
の
は
全
社
員
がSDGs

の

理
解
を
深
め
る
学
び
の
機
会
だ
。
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
『2030 SDGs

』
を
用
い
た
学
習
会
を
定
期
的

に
実
施
し
、社
内
テ
ス
ト
で
理
解
度
を
評
価
す
る
。

「
社
内
評
価
の
『
レ
ベ
ル
１
』
は
、SDGs

の
評
価

項
目
に
関
す
る
知
識
。『
レ
ベル
２
』
は
弊
社
が
取

り
組
むSDGs

活
動
に
関
す
る
理
解
。
自
分
自
身

が
社
内
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
書
に
し
、
評

価
さ
れ
れ
ば
『
レベル
３
』
で
、
現
在
、
全
社
員
が

レベル
２
ま
で
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
」（
山
田
氏
）。

SDGs

に
向
か
う
様
々
な
取
り
組
み

　
そ
し
て
全
業
務
をSDGs

の
視
点
で
徹
底
し
て

精
査
す
る
。
ま
ず
、
主
業
務
で
あ
る
チ
ュ
ー
ブ
の

製
造
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
洗
浄
過
程
に
お
け
る
有
機

塩
素
化
合
物
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
削
減
に
取

り
組
み
、
新
洗
浄
機
の
開
発
な
ど
で
使
用
量
60
％

削
減
を
達
成
。
排
気
装
置
の
設
置
で
さ
ら
に
働
く

環
境
を
整
え
た
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
C 

O 

２
削
減
の
数
値
目
標
を
明
確
に
し

た
。

　
雇
用
・
働
き
方
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ま
ず
障
碍
者
雇
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
２
０
１
８
年

６
月
よ
り
、
群
馬
県
立
館
林
高
等
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
を
対
象
に
就
業
体
験
を
実
施
し
、
２
０
２

０
年
４
月
か
ら
新
入
社
員
と
し
て
雇
用
。
育
児
介

護
休
暇
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、

メ
ン
タ
ルヘル
ス
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
な
ど

の
制
度
も
拡
充
し
た
。
教
育
研
修
で
は
e-

ラ
ー

ニ
ン
グ
を
全
従
業
員
に
導
入
。
コ
ロ
ナ
禍
で
社
外

講
習
の
受
講
が
難
し
い
状
況
で
、
語
学
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
幅
広
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
の
学
習

機
会
を
提
供
し
た
。　

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
で
は
、
社
員
か
ら
集
め
た
ペッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャッ
プ
、
プ
ル
タ
ブ
、
切
手
の
寄
付
で
、

ワ
ク
チ
ン
、
⾞
椅
⼦
な
ど
の
寄
贈
を
支
援
。
地
元

群
馬
県
産
の
不
織
布
マ
ス
ク
購
入
と
配
布
、
献
血

な
ど
を
社
を
挙
げ
て
実
施
し
た
。
そ
の
他
ユ
ニ
ー

ク
な
と
こ
ろ
で
は
、
社
内
イ
ベン
ト
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョン
に
地
産
地
消
の
視
点
を
導
入
。
地
元
飲
食

店
の
支
援
を
兼
ね
た
「
館
林
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
」
な

ど
を
、
楽
し
み
な
が
ら
企
画
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジェ
ク
ト
立
ち
上
げ
か
ら
約
２
年
。
前
出

の
日
本
ノハム
協
会
の
認
定
で
は
、
２
０
２
１
年
10

月
時
点
で
、SDGs

の
17
の
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、
９
つ

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
企
業
と
し
て
認
証

を
受
け
て
い
る
。「
認
証
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、

認
証
は
あ
く
ま
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。
一
人
一
人
の

社
員
が
目
標
を
理
解
し
、
達
成
の
た
め
の
活
動
を

持
続
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
す
」（
山
田
氏
）。

　
全
社
員
に
よ
るSDGs

の
取
り
組
み
に
よ
り
、

重
要
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
語
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ンバ
ー
の
面
々
。「
社
を
挙
げ
てSDGs

に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
で
、
個
々
の
社
員

が
寄
付
や
献
血
な
ど
を
す
る
時
に
、
周
囲
か
ら

浮
い
た
り
、『
意
識
高
い
系
』
の
よ
う
な
目
立
ち
方

を
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
発
的
に
良

い
行
動
を
す
る
こ
と
を
後
押
し
す
る
『
空
間
』
が

で
き
た
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
成
果
な
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」。

　

働
く
人
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
変
化
に
よ
り
、

SDGs

の
ゴ
ー
ル
に
着
実
に
、
持
続
的
に
近
づ
く

手
島
精
管
。
そ
の
試
み
の
数
々
は
、
多
く
の
企
業

の
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

社
内
にSDGs

プ
ロ
ジェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

　

同
社
のSDGs

の
取
り
組
み
は
２
０
２
０
年
、

群
馬
県
がSDGs

の
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
有

識
者
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
歴
史
あ
る
地
元
企
業
を

承
継
し
大
き
く
成
長
さ
せ
た
手
島
由
紀
子
代
表
に

就
任
を
打
診
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。

　
手
島
代
表
は
早
速
、SDGs

に
関
す
る
社
内
組

織
の
発
足
を
決
定
。
通
常
業
務
で
出
荷
梱
包
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
山
田
芳
美
さ
ん
率
い
る
プ
ロ
ジェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
っ
た
。
さ
ら
にSDGs

経
営
の
コ
ン
サ
ル
、
独
自
の
認
証
を
手
掛
け
る
一

般
社
団
法
人
日
本
ノ
ハ
ム
協
会
に
審
査
を
依
頼
。

活
動
計
画
の
策
定
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
組
織

と
、
活
動
を
外
部
評
価
す
る
仕
組
み
が
、
短
期

間
で
で
き
あ
が
っ
た
。

　
手
島
氏
のSDGs

への
考
え
方
の
特
徴
は
、徹
底

し
た
「
現
場
主
義
」に
あ
る
。
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
立

ち
上
げ
を
決
定
後
、
運
営
の
権
限
を
速
や
か
に
移

譲
し
自
ら
は
手
を
離
し
た
。「SDGs

は
、
働
く
一

人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
で
は
じ
め

て
意
味
を
持
ち
ま
す
。
た
と
え
ば
私
が
『
地
球
の

C 

O 

２
を
減
ら
そ
う
』
な
ど
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
も
、
誰
も
自
分
事
と
は
思
え
な
い
は
ず
。
弊
社

の
一つ
一つ
の
業
務
が
い
か
に
持
続
可
能
で
あ
り
え

る
の
か
、
現
場
を
良
く
知
る
社
員
が
、
日
々
の
実

務
に
即
し
て
考
え
ら
れ
る
仕
組
み
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
」。

現
場
主
義
、

全
員
参
加
の
姿
勢
を
浸
透
さ
せ
る

　
同
社
のSDGs

プ
ロ
ジェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
山
田

さ
ん
を
は
じ
め
各
部
署
か
ら
若
手
社
員
が
集
ま

り
運
営
。
各
々
の
部
署
で
行
うSDGs

関
連
の
活

動
と
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
ま
と
め
、
環
境

SDGs を自分事に。
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代表取締役社長

手島 由紀子
1972 年生まれ。群馬県出身。短大を卒業後、貿易会社に勤務。1996 年に渡米、語学と経営学を学び、
一時帰国ののち再び渡米する。2008 年にMBA（経営学修士）を取得。帰国後の2014 年、手島精
管株式会社代表取締役社長に就任。2019 年には群馬県総合計画策定の有識者メンバーに起用。

本社屋の屋上に設置した巨大ソーラーパネルも、環境
への負荷低減に向けていち早く取り入れた手島精管。

SDGsプロジェクトメンバーは毎月定例のミーティングを開催し、SDGsに向けた取り組みを推進し続けている。

精密ステンレスチューブのメーカーとして50年を超える歴史を持つ手島精管株式会社。高い技術力で作り出される製品、とくに医療注射針はワク
チン用としても活用され、国内外でさらに注目が高まっている。そんな中、事業の社会的意義をモチベーションに働く社員にとって、さらにポジティブ
な影響を与えるのが SDGsにおける取り組みだ。一人ひとりが当事者意識を持ち、同活動に参加するその姿勢を見つめてみたい。
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